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明らかにするため、LTPを誘導するテタヌス刺激（tetanus stimulation: TS, 100Hz, 1秒）の繰
り返しを 1回、2回、3回と増加させることで誘導される LTPを評価した。その結果、LTPは 2
回までは TSの回数依存的に増加するが 3回目では 2回目と変わらず頭打ちとなった。この結果
から 2回の TSで誘導される LTPを飽和した LTP、1回のものを不飽和 LTPと呼称する。次に
誘導される LTPに対するコリン作動性神経の関与を評価するためにコリン作動薬（カルバコー
ル；CCh, 50nM)投与下で 1回および 2回の TSで LTPを誘導した。その結果 1回の TSで誘導




































するため、テタヌス刺激（TS, 100Hz, 1秒）1回、2回、3回にて誘導される LTPを評価した。その結果、




は、１回刺激 LTP と 2回刺激 LTPの差異にコリン作動性神経が関与すると推測された。 
 次に、アルツハイマー病病態におけるコリン作動性神経活動の働きを明らかにするために、合成 Aβオ
リゴマーを作成した。合成 Aβオリゴマーは、野生型マウスにおいて濃度依存的に LTPを減衰した。更
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